
「ドイツ・テュービンゲン大学との共同調査」 

 

 

１ 期 日   2018(平成 30)年 1１月 14 日(水)～15 日(木) 

 

２ 場 所   生目古墳群（宮崎市）・持田古墳群(高鍋町) 

 

３ 参加者   ドイツ・テュービンゲン大学 トーマス・クノフ教授 

広島大学 ウェルナー・シュタインハウス客員准教授 

宮崎県教育委員会・宮崎市教育委員会・高鍋町教育委員会 

 

 世界文化遺産登録への取組の一環として、昨年度からドイツのテュービンゲン大学と共同で宮崎県内の主

要古墳群について、景観や環境に重点を置いた古墳群の調査・研究を実施しています。 

２回目の共同調査となる今年度は、宮崎市の生目古墳群と高鍋町の持田古墳群について、調査研究の基

礎資料となる三次元デジタルマップ作成のためのドローンによるデジタル写真撮影を行いました。 

 

撮影したデータを基に合成した 

持田古墳群[高鍋町] 

（提供：ウェルナー・シュタインハウス氏） 

調査風景（生目古墳群[宮崎市]） 

ドローン 


